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２．教育・研究業績表 

（１）過去 5年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

【2024年度作成資料】｢必ず合格る秘密の書｣ 2024後期 管理栄養士国家試験直前対策用として過去10年間分の管理栄養士国家

試験過去問を分野ごとに、問題用紙、解説と分けて Word で入力作成し、

それらを 1 冊にまとめ、｢必ず合格る秘密の書｣として完成させた(中身 470

頁)。 

管理栄養演習Ⅲにおける教育実践 2024後期 この科目は｢社会･環境と健康｣､｢栄養教育論｣､｢臨床栄養学｣､｢公衆栄養

学｣の分野の国家試験対策演習科目で 5 人のオムニバスとなっているが、

その中の 1 人である私の役割は、毎回授業の初めに 100 問の国試過去

問の問題を学生に解いてもらうために、予め ESS 管理栄養士上でその問

題を準備しておき(学生はこれで練習してくる)、同時にその問題の印刷物

と解答用紙も準備しておいて、その回の担当教員に問題･解答用紙を配布

して実施してもらい、学生がペーパー上で解答した回収物(解答用紙)を採

点し返せるようにすることである。これを 15 回行うことで、学生は各分野の

10 年間分の過去問を必ず数回は解いてみることになるので、国試対策の

一つとして学生の問題慣れの貢献度が高いものと思われる。 

管理栄養演習Ⅰにおける教育実践 2024後期 この科目はオムニバス形式(3 人)で、私の担当は｢人体の構造と機能及び

疾病の成り立ち｣の生化学分野の講義 5回分であった。前年度同様に、第

1 回講義では細胞についての解説と練習問題 20 問と酵素についての解

説と練習問題 20問、第 2回講義では糖質についての解説と練習問題 14

問と脂質についての解説と練習問題 14 問とたんぱく質･アミノ酸について

の解説と練習問題 20 問、第 3 回講義では糖質の代謝につての解説と練

習問題 35問、第 4回講義では脂質の代謝についての解説と練習問題 32

問、第 5回講義ではアミノ酸の代謝についての解説と練習問題 35問を行

った。練習問題は正解を述べ解説を中心に行った。また管理栄養演習Ⅱ

と同様に、毎回授業の初めに 50～100 問の国試過去問の問題を学生に

解いてもらうために、予め ESS 管理栄養士上でその問題を準備しておき



(学生はこれで練習してくる)、同時にその問題の印刷物と解答用紙も準備

しておいて、その回の担当教員に問題･解答用紙を配布して実施してもら

い、学生がペーパー上で解答した回収物(解答用紙)を採点し次回に返却

した(これら 15 回実施した小テストは 30 点満点に換算した)。期末試験は

3 人の担当者が出題し、計 70 問の選択問題とした。そのうち私は 23問を

出題した。最終的な成績評価の結果、合格者の平均点は 72.8 点(A 組

70.6点､B組 75.5点)で、不合格者を含めた全体の平均点は 65.4点であ

った。 

生化学実験における教育実践 2024後期 例年と同様、15回の授業の中で実験レポートの提出が 11回あり、レポート

点合計を 40 点分とした。今年は予習テストを行うこととしたので、毎回予習

テストを行い、全回分で 10点満点とした。実験は 2～3名のグループで行

うが、グループ編成は前年度同様生化学Ⅰの成績順で決めた。実験レポ

ートは毎回交替でグループの代表者がグループの実験結果とその結果を

見てのグループ内意見をまとめて提出することとした。今年も生化学Ⅰの

成績がよいグループが必ずしも実験レポートの成績がよいとは限らないこと

が分かったので、次年度以降はグループ分けを再考したい。予習テスト 10

点、実験レポート(紙ベース)40点、期末試験(筆記試験)50点の計 100点

で、A組は平均 72.0点(前年 66.1点)、B組は平均 74.7点(前年 65.6点)

であった。 

生化学Ⅱにおける教育実践 2024後期 生化学Ⅱでは教科書は前期の生化学Ⅰで使用したもの(｢スタディ生化

学｣)を継続して使用した。生化学Ⅰと同様に、毎回授業の初めには予習テ

スト、授業の終わりには確認テストを行うこととし、シラバスにも記載して説

明を行った。ただ残念なことに、前期同様予習(予習テスト)に時間をかけて

いる学生は少なく、予習テストは結局教科書等を見ての解答となってしまっ

た。授業終わりの確認テストはUNIPAで実施したが、時間が足りない学生

が数名おり、これも次年度以降の課題となった。期末試験は国試同様の選

択問題 33 問で 50 点満点、予習テスト 10 点満点、確認テスト 40 点満点

で、A組は平均 71.0点(前年 69.0点)、B組は平均 68.7点(前年 67.0点)

であった(不合格者の点数は平均点には入れていない)。 

食品学Ⅱにおける教育実践 2024後期 前年と同様に教科書には建帛社の N ブックスシリーズ｢新版食品学Ⅱ[第

2 版]｣を用い、章立ての順に植物性食品、動物性食品、その他の食品に

ついてパワーポイントを用いた講義を行った。2024 年度 1年生からのノー

トパソコン必携化に伴い、講義資料はPDFでUNIPA掲載とした。授業初

めに予習テスト、授業終わりに確認テストを実施した。予習テストと確認テス

トのために授業の中身として話す時間が短縮されたので、少し急ぎ足にな



ってしまう場合があったので、次年度以降の課題として改善したいと思う。

期末試験ではシンプルに国試タイプの選択問題形式の 30問で 50点分と

し、予習テスト 10点、確認テスト 40点の計 100点で、A組は平均 75.6点

(前年 67.7点)、B組は平均 77.2点(前年 68.6点)であった。 

管理栄養演習Ⅱにおける教育実践 2024前期 この科目は｢食べ物と健康｣、｢給食経営管理論｣の分野の国家試験対策演

習科目で 4人のオムニバスとなっているが、その中の 1人である私の役割

は、毎回授業の初めに 50～100 問の国試過去問の問題を学生に解いて

もらうために、予め ESS 管理栄養士上でその問題を準備しておき(学生は

これで練習してくる)、同時にその問題の印刷物と解答用紙も準備しておい

て、その回の担当教員に問題･解答用紙を配布して実施してもらい、学生

がペーパー上で解答した回収物(解答用紙)を採点し返せるようにすること

である。これを 15 回行うことで、学生は各分野の 10 年間分の過去問を必

ず数回は解いてみることになるので、国試対策の一つとして学生の問題慣

れの貢献度が高いものと思われる。 

総合演習Ⅰにおける教育実践 2024前期 5 人によるオムニバス形式で、私の担当分は前年度同様 3 回であった。1

回目：糖質代謝、2 回目：脂質代謝、3 回目：アミノ酸代謝として 3 回の講

義を行った。毎回授業の最後に小テストを UNIPA で行い、その 3 回分の

平均点を20点分に換算して評価点とした。前年度の4年生の平均が14.2

点であったのに対して、今年度の 4年生は 9.2点と低く、管理栄養士養成

の総合演習レベルにおいて学習到達度が例年よりもかなり低いと思われ

た。 

生化学Ⅰにおける教育実践 2024前期 教科書は建帛社の｢スタディ生化学｣を使用した。今年度から確認テストに

加え、予習テストも行うこととした。これは授業アンケートで学生の予習が足

りないことが分かったからである。講義資料は UNIPA に PDF で掲載した

ほか、印刷物としても配布した。折角の予習テストであったが、多くの学生

が予習を行っておらず、点数(毎回 5 点満点)が低かったので、途中から教

科書等を見て解答してもよいこととした。授業の終わりの 15～20 分は確認

テストに使用した。予習テストは全回分で 10 点満点、確認テストは毎回

100点満点で実施し、最終的な評価段階では 40点分とした。期末試験は

穴埋め問題(記述問題)90問、国試形式の選択問題 48問で 60点分に換

算した。これらの点数の合計点(100点満点)で、A 組は平均 71.5点(前年

71.2 点)、B 組は平均 72.7 点(前年 75.6 点)であった(平均点には不合格

者の点数も含む)。 

食品学実験Ⅰにおける教育実践 2024前期 サブテキストに一部修正を加え、リニューアル版とした。授業での実験等の



順序･内容等に大きな変更点はなかった(実験の基礎知識①、同②、溶液

の密度測定･食品の pH 測定、光学顕微鏡による結晶(シュウ酸 Ca)の観

察、古米と新米の判別･デンプンの糊化試験、牛乳カゼインの分離とカゼイ

ンの等電点･油脂の乳化に関する観察、果実の糖度/酸度および品質･果

実プロテアーゼによる食肉タンパク質の分解、色素に関する実験①(ヘム

色素･クロロフィル色素の加熱変化)、色素に関する実験②(アントシアニン

色素･フラボノイド色素の加熱変化)、酵素的褐変･非酵素的褐変(アミノ-カ

ルボニル反応)、有機酸の定量(中和滴定)、ビタミン C の定量、抗酸化試

験(DPPH を使ったラジカル捕捉活性の測定)、魚介類の鮮度判定、鶏卵

の鮮度判定(卵白係数･卵黄係数･ハウユニット)の 15 回)。前年度と比べて

大きく変わった点は毎回予習テストを行うこととした点と、レポート提出をす

べて Web 上で行えるようにした点である。これらの変更点をすべてシラバ

スに記載し、初回の授業で十分説明を行った。予習テストは全回分で 10

点、レポートは 13回分で 40点とした。期末試験は 50点とし、実験に関す

る内容の筆記試験を行った。これらの合計点(100点)で、A組は平均 77.3

点(前年 82.4点)、B組は平均 76.2点(前年 75.5点)であった。予習テスト

が十分には機能していなかったので、次年度は何か工夫を行いたい。 

食品学Ⅰにおける教育実践 2024前期 教科書は前年度と同じ建帛社の「三訂マスター食品学Ⅰ」を使用した。

2024 年度 1 年生からノートパソコン必携化になったので、講義資料は

UNIPA からダウンロードして見ること(利用すること)ができるようにしたが、

ノートパソコン必携化 1年目ということもあり、講義資料は印刷物でも配布し

た。シラバスには新たに毎回予習テストを行うことを明記し実施したが、本

当に予習を行ってくる学生があまりにも少なかったので、途中から予習テス

トは教科書を見て解答してもよいこととして実施した。予習テストは毎回 3～

5分程度で行った。またシラバスに記載した通り、毎回講義の終了前 20分

前から確認テスト(小テスト)を UNIPA の LMS を利用して実施した。期末

試験は記述(語句)問題 100問、国試形式選択問題 26問で 50点分とし、

それに 15 回実施した予習テスト 10 点、確認テスト 40 点を合わせ計 100

点で評価を行った。A 組は平均 74.5 点(前年 75.8 点)、B 組は 73.1 点

(71.7点)で A組と B組で有意差はなかった。 

管理栄養士国家試験直前対策 2023後期 

（2/16～3/2） 

ここ数年の管理栄養士国家試験合格率の低迷さが問題となり、これが本学

の入試にも影響するとのご指摘があった。そこで 2023 年度は絶対国試の

合格率を上げるために、私が｢1 人で国試直前対策(2/21～3/2)を行うこと｣

を決めそれを実行した。そのために、基礎栄養学(70問+70問)、応用栄養

学(67問+66問)、栄養教育論(78問+57問)、給食経営管理論(91問+98



問)、人体の構造と機能関連(100 問+91 問+83 問)、臨床栄養学(94 問

+99問+85問)、社会環境関連(84問+85問)、公衆栄養学(99問+79問)、

食べ物と健康関連(74 問+94 問+74 問)、応用力問題(76 問+80 問+60

問)の計 1954問の問題をWordで作成し、解答用紙は Excelでマークシ

ートを作成した。それを受講生の数×(4～5)以上の部数を印刷･製本して

急遽準備した。各分野の練習問題を前述した順に解いてもらい、95%以上

の正解率となるまで解き直させ、間違った問題等については解説(Web 上

に準備)を必ず読ませた(工程管理表により私が管理した)。この国試対策

講座は模擬試験の点数が低かった学生を中心に 29 名が受講した。その

結果、このような短期間にもかかわらず、国家試験本試において、受講生

の模擬試験の平均点から平均 36 点アップを成し遂げ、合格率 81.7%で

全国の管理栄養士養成課程(新卒)の合格率 80.4%を上回ることができ

た。 

スポーツ奨励･ミニテニス道場の実施 2023後期 本学におけるクラブ･サークル活動の低迷さから、初心者でも身につきやす

く、健康のためにもよく、生涯スポーツとして生まれたミニテニスを本学学生

に紹介しようと思い、仙台市ミニテニス協会の方をお招きし 7 回(12/1､

12/6､12/8､12/11､12/13､12/15､12/18)に渡ってミニテニス道場を開催して

いただいた。ラケット･ボール等の道具は貸していただき、本学の体育館で

夕方に実施した。学生は 10 名程度であったが、これをきっかけに試合に

出てみたり、近くのクラブチームに入部した学生がいたりと一部の学生では

あるが、少しだけスポーツによる健康と人との繋がりの大切さに気づいてく

れた人たちがいたことをうれしく思った。 

健康栄養研究法Ⅰ･Ⅱにおける教育実践 2023前期･後

期 

健康栄養研究法Ⅰ･Ⅱの履修者は前年度よりも多く 6 名であった。前期に

1名、後期に 2名が減り、結局 3名となった。前期には栄養学研究法に関

する書籍と実際の英語文献の読み方を中心に輪講を行い、後期にはシグ

ナル伝達に関する内容を授業形式で行った。その他に別コマでテニスの

練習を行ったが、あまり上達しないし、積極的に運動をやろうとする学生も

ほとんどいなかった。また登録販売者の国家試験にもチャレンジさせたが

不合格であった。残念ながら、受験生全員を合格させるような入試で入学

してきた学生が多くなると、私のゼミを選択するような学生は減る傾向にあ

る。 

管理栄養演習Ⅰにおける教育実践 2023後期 この科目はオムニバス形式(3 人)で、私の担当は講義 5 回分であった。第

1 回講義では細胞についての解説と練習問題 20 問と酵素についての解

説と練習問題 20問、第 2回講義では糖質についての解説と練習問題 14

問と脂質についての解説と練習問題 14 問とたんぱく質･アミノ酸について



の解説と練習問題 20 問、第 3 回講義では糖質の代謝につての解説と練

習問題 35問、第 4回講義では脂質の代謝についての解説と練習問題 32

問、第 5回講義ではアミノ酸の代謝についての解説と練習問題 35問を行

った。練習問題は一旦各自解答させ、正解の解説を私が行った。期末試

験は分野ごとに 20問ずつの出題とし、計 80問 100点の試験で評価を行

った。その結果、A組は平均 74.2点(前年 78.4点)、B組は 79.0点(前年

83.3点)であった。前年度の 2年生の時から B組のほうが成績がよい傾向

であることに変わりはなかった。 

食品学Ⅱにおける教育実践 2023後期 前年と同様に教科書には建帛社の N ブックスシリーズ｢新版食品学Ⅱ[第

2 版]｣を用い、章立ての順に植物性食品、動物性食品、その他の食品に

ついてパワーポイントを用いた講義を行った。LMS の manaba から

UNIPA への変更に伴い、小テスト問題は入力し直し、講義資料はファイ

ルを分割するなど容量を抑えてUNIPAに添付した。ノートパソコン必携化

にはなっていないので、講義資料は印刷物でも配布した。期末試験では

国試タイプの選択問題形式の 30 問で 60 点分とし、小テスト 40 点との計

100 点で、A 組は平均 67.7 点(前年 64.5 点)、B 組は平均 68.6 点(前年

65.9点)であった。毎回授業内に実施した小テストの点数は悪くはなかった

が、たった 30問の国試タイプの問題では平均点が 60点中、半分の 30点

にも満たなかった。いかに学生が普段勉強をしていないかがよく分かった。

次年度には教科書を読んでもらうために、予習テストを導入したいと考えて

いる。 

生化学実験における教育実践 2023後期 例年と同様、15 回の授業の中で実験レポートの提出が 11 回あり、その 1

回ごとのレポート点は 3 点である。実験は 2～3 名のグループで行うが、グ

ループ編成は生化学Ⅰの成績順で決めていった。実験レポートは毎回交

替でグループの代表者がグループの実験結果とその結果を見てのグルー

プ内意見をまとめて提出することとした。しかしながら、生化学Ⅰの成績が

よいグループが必ずしも実験レポートの成績がよいとは限らないことが分か

った。前年度と同様にレポート 11回分の 33点と期末試験の 67点で評価

を行った結果、A組は平均 66.1点(前年 84.7点)、B組は平均 65.6点(前

年 87.5 点)で、前年度の 2 年生よりも著しく成績が悪くなっていることが判

明した。 

生化学Ⅱにおける教育実践 2023後期 生化学Ⅱは A 組と B 組の授業を別々に実施した。教科書は前期の生化

学Ⅰで使用したもの(｢スタディ生化学｣)を継続して使い、教科書内容のす

べてについて授業内に説明を行った。LMS の manaba から UNIPA へ

の変更に伴い、小テスト等の問題は入力し直し、講義資料の大きさにも制



限が出たので、講義資料はできる限りコンパクトにまとめた。毎回当日の授

業内容に関する 100点の小テストをUNIPA(Web上)で実施した(20分程

度)。毎回の小テスト問題で基礎ができているものと信じ、期末試験では国

試同様の選択問題とした(30問)。小テスト 40点と期末試験 60点の計 100

点で、A組は平均 69.0点(前年 66.9点)、B組は平均 67.0点(前年 67.5

点)であった。2年生はわずかにA組のほうがB組よりも成績がよい傾向に

ある。 

食品学実験Ⅰにおける教育実践 2023前期 前年度に作成したサブテキストを実際の実験に合わせて訂正等を行い、リ

ニューアル版とした。授業での実験等の順序･内容等に大きな変更点はな

かった(実験の基礎知識①、同②、溶液の密度測定･食品の pH 測定、光

学顕微鏡による結晶(シュウ酸 Ca)の観察、古米と新米の判別･デンプンの

糊化試験、牛乳カゼインの分離とカゼインの等電点･油脂の乳化に関する

観察、果実の糖度/酸度および品質･果実プロテアーゼによる食肉タンパク

質の分解、色素に関する実験①(ヘム色素･クロロフィル色素の加熱変

化)、色素に関する実験②(アントシアニン色素･フラボノイド色素の加熱変

化)、酵素的褐変･非酵素的褐変(アミノ-カルボニル反応)、有機酸の定量

(中和滴定)、ビタミンCの定量、抗酸化試験(DPPHを使ったラジカル捕捉

活性の測定)、魚介類の鮮度判定、鶏卵の鮮度判定(卵白係数･卵黄係数･

ハウユニット)の 15 回)。実験ではあるが、16 回目には期末試験を行った。

レポート提出は 13回で、1回 3点で合計 39点分となる。期末試験は、実

験に関する内容の筆記試験で満点が 61点である。レポート点＋期末試験

の合計点(100点)で、A組は平均 82.4点(前年 73.3点)、B組は平均 75.5

点(前年 77.2点)で、A組のほうが成績がよかった。 

食品学Ⅰにおける教育実践 2023前期 教科書は前年度と同じ建帛社の「三訂マスター食品学Ⅰ」を使用したの

で、講義資料についてはマイナーな変更･修正のみであったが、LMS の

manaba から UNIPA への変更に伴い、小テスト問題等の再入力が必要

となった。講義資料は UNIPA に予め掲載しておいたので、他の科目と同

様に予習はしやすかったはずである。毎回の小テストは 15～20 分程度、

期末試験は選択問題 115問、1問 1答式記述問題 75問、記述問題 3問

で、小テスト 40 点、期末試験 60 点の計 100 点で評価を行った。A 組は

平均 75.8点(前年 77.7点)、B 組は 71.7点(76.4点)で、A 組のほうが成

績がよかった(平均点には不合格者の点数は含めていない)。 

生化学Ⅰにおける教育実践 2023前期 教科書は建帛社の「スタディ生化学」のままであるが、LMS が manaba か

ら UNIPA に変更されたことによって、確認テスト(小テスト)は入力し直しと

なった。講義資料は UNIPA に PDF で掲載したが、同資料は印刷して配



布も行った。授業はすべて対面で、主にパワーポイントによる講義資料の

説明を行い、授業の終わりの 15～20 分は小テストに使用した。小テストは

毎回 100 点満点で実施し、最終的な評価での成績点には 40 点分として

換算した。期末試験は、穴埋め問題 90 問、選択問題 33 問、記述問題 1

問で、60 点分に換算した。UNIPA-LMS による小テスト 40 点と期末試験

60 点の計 100 点満点で、A 組は平均 71.2 点(前年 76.9 点)、B 組は平

均 75.6点(前年 76.0点)で、前年度同様、B組のほうが成績がよかった(平

均点には不合格者の点数は含めていない)。 

総合演習Ⅰにおける教育実践 2023前期 この科目は 5 目によるオムニバス形式で、私の担当分は 3 回であった。1

回目：糖質代謝、2 回目：脂質代謝、3 回目：アミノ酸代謝として 3 回の講

義を行った。小テストは ESS管理栄養士で行った。最終評価は各教員 20

点で 5 名分の合計値で行った。私の担当では 20 点満点で平均 14.2 点

であった。 

卒業研究における教育実践 2022前期･後

期 

2021 年度ゼミ生の 2 名が卒業研究を選択した。2 名から 2021 年度に合

格した登録販売者の勉強範囲で出会った漢方薬について調べてみたいと

の申し出があったので、過去の論文等を調査した上で、まだ調べられてい

ない機能性について培養細胞を用いた実験系で研究をできるように設定

した。2名とも研究をやり遂げ、次のタイトルの卒業論文の提出に至った。 

「大柴胡湯に肥満予防効果や認知症予防効果は期待できるか」 

「杞菊地黄丸の新たな機能性に関する研究」 

健康栄養研究法Ⅰ･Ⅱにおける教育実践 2022前期･後

期 

健康栄養研究法Ⅰ･Ⅱの履修者は前年度と同様に 2 名であった。今年の

テーマはミトコンドリアで、ミトコンドリアに関する文献研究を中心にゼミを行

った。その他に別コマでテニスの練習を行ったが、2 名ともあまり上達はし

なかった。また登録販売者の国家試験にもチャレンジさせたが、不合格で

あった。残念ながら、2022 年度の健康栄養研究法では十分な成果は得ら

れなかった。ただ 2 名とも生化学が苦手であったが、ミトコンドリア研究を通

して、生化学が分かるようになったと感想をもらしていた。 

管理栄養演習Ⅰにおける教育実践 2022後期 この科目はオムニバス形式(4人)で、私の担当分は講義 3回と期末試験で

あった。講義の 3回で生化学の代謝の復習ができるよう、第 1回糖質の代

謝、第 2 回脂質の代謝、第 3 回アミノ酸の代謝というメニューで実施した。

講義は 3 回ともパワーポイントを用いて行い、演習問題として管理栄養士

国家試験の過去問から作成した糖質･脂質･アミノ酸の代謝に関する問題

集を配布し、それを繰り返し解くよう指導した。期末試験では 1 教員当たり

20問の出題とし、80問で 100点とした。その結果、A組は平均 78.4点、



B組は 83.3点であった。 

食品学Ⅱにおける教育実践 2022後期 教科書には建帛社のNブックスシリーズ｢新版食品学Ⅱ[第 2版]｣を用い、

章立ての順に植物性食品(穀類、いも類、豆類、種実類、野菜類、果実

類、きのこ類、海藻類)、動物性食品(食肉類、乳類、卵類、魚介類)、その

他の食品(食用油脂、甘味料、調味料、香辛料、嗜好飲料とアルコール飲

料)について講義を行った。毎回講義内容に関する小テストを manaba で

行い、15 回分の小テスト点数を 40 点分に換算した。小テスト問題には基

礎的な内容を網羅的に含めていたので、期末試験では応用力を測るため

の選択問題形式の 30 問で 60 点分とした。小テスト 40 点と期末試験 60

点の計 100 点で、A 組は平均 64.5 点、B 組は平均 65.9 点と、普段の授

業や予習･復習等にあまりやる気を感じなかった通りの成績であった。 

生化学実験における教育実践 2022後期 例年と同様、15 回の授業の中で実験レポートの提出が 11 回あり、その 1

回ごとのレポート点は 3 点である。よって、レポート点は満点で 33 点とな

る。実験は 2～3 名のグループで行い、実験レポートはグループ内でその

時の実験結果を見ながらディスカッションを行った上で完成･提出すること

にしている。期末試験は記述試験で、67 点分に換算した。前年度と同様

にレポート 11回分の 33点と期末試験の 67点で評価を行った結果、A組

は平均 84.7点、B組は平均 87.5点で、前年度よりも点数が高かった。 

生化学Ⅱにおける教育実践 2022後期 A組と B組に分けて、すべて対面で授業を実施した（特別配慮学生のみ、

臨時にオンライン受講を許可）。教科書は前期の生化学Ⅰで使用したもの

(｢スタディ生化学｣)を継続して使い、教科書内容に沿って、生化学Ⅰの継

続でタンパク質の消化と吸収から講義を行った。毎回当日の授業内容に

関する 100 点の小テストを manaba(Web 上)で実施した。小テストの問題

内容･問題数に応じて小テストの時間を調整して行った。小テスト問題には

基礎的な内容を網羅的に含めていたので、期末試験では応用力を測るた

めの選択問題 30 問で 60 点とした。小テスト 40 点と期末試験 60 点の計

100 点で、A 組は平均 66.9 点、B 組は平均 67.5 点であった。学生の成

績は前年度よりも下回った。 

食品学実験Ⅰにおける教育実践 2022前期 教科書には建帛社のNブックス実験シリーズの｢食品学実験｣を用いたが、

教科書の内容とオリジナルな部分も含め、教科書とは別にサブテキストを

作成し配布した(表紙･目次を含め 27 頁)。実験の基礎知識①、同②、溶

液の密度測定･食品の pH 測定、光学顕微鏡による結晶(シュウ酸 Ca)の

観察、古米と新米の判別･デンプンの糊化試験、牛乳カゼインの分離とカ

ゼインの等電点･油脂の乳化に関する観察、果実の糖度/酸度および品



質･果実プロテアーゼによる食肉タンパク質の分解、色素に関する実験

①(ヘム色素･クロロフィル色素の加熱変化)、色素に関する実験②(アント

シアニン色素･フラボノイド色素の加熱変化)、酵素的褐変･非酵素的褐変

(アミノ-カルボニル反応)、有機酸の定量(中和滴定)、ビタミン Cの定量、抗

酸化試験(DPPH を使ったラジカル捕捉活性の測定)、魚介類の鮮度判

定、鶏卵の鮮度判定(卵白係数･卵黄係数･ハウユニット)の 15 回で、16 回

目には期末試験を行った。レポート提出は 13回あり、レポート 1回分の点

数は最大 3 点で、合計は満点で 39 点となる。期末試験は、実施した実験

に関する内容の筆記試験で行い、満点を 61 点とした。レポート点＋期末

試験の合計点で、A組は平均 73.3点、B 組は平均 77.2点、科目等履修

生は平均 79.5点であった。 

食品学Ⅰにおける教育実践 2022前期 教科書は前年度と同じ建帛社の「三訂マスター食品学Ⅰ」を使用したの

で、講義資料についてはマイナーな変更･修正のみであった。毎回授業内

容に沿った小テストをmanaba(Web上)で実施した（授業はすべて対面）。

小テスト問題は前年度のものを基本として改良版を用意した。期末試験は

穴埋め記述問題 67問、五択選択問題 33問の計 100問に記述問題 1題

で行った。評価点配分は前年度と同様に小テスト 40 点、期末試験 60 点

の計 100 点で、A 組は平均 77.7 点、B 組は 76.4 点、科目等履修生は

90.0点であった（平均点には不合格者の点数は含めていない）。 

生化学Ⅰにおける教育実践 2022前期 教科書を変更し、建帛社の「スタディ生化学」を採用した。授業進度は前年

度と同様に代謝の扱いは脂質の代謝までとし、遅めの進め方に徹した（授

業はすべて対面）。教科書の変更に伴い、パワーポイントによる講義資料、

配布資料、小テスト問題等はすべて作り直しとなった。毎回 100 点満点の

小テストを manaba(Web 上)で実施し、最終的な評価での成績点には 40

点分に換算した。期末試験は、小記述問題 90 問、選択問題 28 問、第記

述問題 1 問で、60 点分に換算した。manaba による小テスト 40 点と期末

試験 60 点の計 100 点満点で、A 組は平均 76.9 点、B 組は平均 76.0

点、科目等履修生は91.5点であった（平均点には不合格者の点数は含め

ていない）。A･B合同での授業であったが、特に問題はなく、むしろ合同の

ほうがクラスごとのやる気･雰囲気の差が出にくく、良いと思われた。 

生化学Ⅰの教科書(スタディ生化学)の執筆 2021.8.20 スタディ生化学(建帛社, 編著：渡邊敏明)の第 9 章(タンパク質･アミノ酸の

基礎, 76～88頁)･第 10章(タンパク質･アミノ酸の代謝，89～102頁)を分

担執筆した。 

食品学Ⅰの教科書(三訂マスター食品学Ⅰ)の執筆 2021.4.20 食べ物と健康三訂マスター食品学Ⅰ(建帛社, 編著：小関正道，鍋谷浩



志)の第2章(食品成分表, 13～36頁)を分担執筆した。 

健康栄養研究法Ⅰ･Ⅱにおける教育実践 2021 前期･後

期 

健康栄養研究法は、いわゆるゼミである。2021 年度のゼミ生は 2 名のみ

であったが、各自テーマの異なる論文を読み、パワーポイントにまとめた上

で発表するということを繰り返した。実験ではDPPHを用いたラジカル捕捉

活性に基づく各種飲料の抗酸化性について調べた。また動物細胞の培養

について、実験操作を中心に指導した。また 2021 年度ゼミ生の 1 つの目

標(課題)として、登録販売者の国家試験に合格することを掲げた。私は

WEB上でできる練習問題を作成し、これを繰り返し解かせることで、2人と

も合格することができた(宮城県の合格率 43.4%に対して、私のゼミ生は

100%)。さらに小嶋ゼミでは、座学ゼミ 1 コマ以外に、運動ゼミ 1 コマを設

け、前期は主に硬式テニス、後期は主にバドミントンの練習を行わせ、いず

れのスポーツもある程度上達させることができた。 

管理栄養演習Ⅲにおける教育実践 2021前期 この科目はオムニバス形式(5 人)で、私の担当分は 1 回であったが、私の

役割は毎回学生に管理栄養士国家試験過去問から、特定の分野に関し

て 100 問の課題を WEB 上で出題することであった。学生はその 100 問

について 1 週間のうちに何度か練習で解いてみることになっており、翌週

の演習時にペーパー試験を担当者が実施する。そのペーパー試験の準

備と採点を行うことも私の役割となっており、これを初回から 15回連続で担

当した。これにより、学生は 1,500 問の過去問を解いたことになるので、国

試対策の 1 つとして役立っているものと思われる。またこの演習の授業後

も、管理栄養士国家試験の過去問 1,500 問は繰り返し解けるように設定し

た。 

管理栄養演習Ⅰにおける教育実践 2021後期 この科目はオムニバス形式(4 人)で、私の担当分は 3 回であった。この 3

回で生化学の総復習ができるよう、3 回ともパワーポイントを用いた講義中

心の授業を行い、演習問題として WEB 上で管理栄養士国家試験の過去

問 100 題程度を繰り返し解けるよう出題した。期末試験では 1 教員当たり

20問の出題とされたので、国家試験過去問から 20問を出題した。 

生化学実験における教育実践 2021後期 コロナ禍でも状況が改善したということで、通常の形態で授業を実施でき

た。15回の授業の中で、11回の実験レポートの提出を義務付けており、そ

の1回ごとのレポート点は満点で3点としている。よって、レポート点は満点

で33点となる。実験は2～3名のグループで行い、実験レポートはグループ

内でその時の実験結果を見ながらディスカッションを行った上で完成させ

ることにしている。期末試験は記述試験で、100点分を67点分に換算し

た。レポート11回分を33点、期末試験を67点で評価を行った結果、A組は



平均69.2点、B組は平均75.7点であった。 

生化学Ⅱにおける教育実践 2021後期 A組とB組に分けて、すべて対面授業で実施した。教科書は前期の生化学

Ⅰで使用したものを継続して使い、教科書に沿って、授業内容はタンパク

質の消化と吸収、アミノ基転移と酸化的脱アミノ反応、アミノ酸の脱炭酸反

応、尿素回路と非必須アミノ酸の合成、ヘムの合成と分解･ビリルビン代

謝、生体異物代謝(薬物代謝系)、遺伝子と核酸･核酸の構造と機能、核酸

の合成と分解、DNAの複製･修復･組換え、転写(転写開始と伸長･プロセ

シング)、翻訳と翻訳後修飾、細胞間情報伝達、ホルモンによる恒常性維

持、シグナル伝達とがん、糖質･脂質･アミノ酸代謝の相互連関とし、前年

度まで授業内容に付加的に加えていた薬理学的な内容と薬と食事の相互

作用、糖尿病･脂質異常症の薬、自律神経系･中枢神経系の薬の部分を

削除した。教科書の変更に伴い、パワーポイントによる講義資料、配布資

料等はすべて作り直しとなった。毎回、当日の授業内容に関する100点の

小テストをmanabaで実施し、最終的な評価での成績点には40点分に換

算した。期末試験では、選択問題と記述問題を含めた100点満点の試験

を実施し、最終的な評価での成績点には60点分に換算した。小テスト40

点と期末試験60点の100点満点で、A組は平均69.7点、B組は平均70.9

点であった。付加的な部分の削除を行ったにも関わらず、学生の成績は前

年度よりも下回った。 

総合演習Ⅰにおける教育実践 2021前期 この科目はオムニバス形式で、私の担当分は 2 回であった。解糖と糖新

生、クエン酸回路と電子伝達系、グリコーゲン代謝、脂肪酸代謝、ペントー

スリン酸回路、アミノ酸代謝と尿素回路に関する応用的･総合的な演習問

題を解いてもらい、その解説を行った(A･B 合同)。また課題として国家試

験の過去問 100問をWEB上で出題し、繰り返し解けるようにした。 

食品学Ⅰにおける教育実践 2021前期 コロナ禍のため、4 月中の 4 回分だけ、リアルタイム型オンライン授業

(ZOOM)となった。A･B 合同で、教科書は前年度とは異なるものを使用し

たため、同じ食品学Ⅰではあるが、食品成分表についての解説が加わっ

た。教科書の変更に伴い、パワーポイントによる講義資料、配布資料等は

すべて作り直しとなった。毎回、当日の授業内容に関する 100 点の小テス

トを manaba で実施し、最終的な評価での成績点には 40 点分に換算し

た。期末試験では、選択問題と記述問題を含めた 100 点満点の試験を実

施し、最終的な評価での成績点には 60点分に換算した。小テスト 40点と

期末試験 60点の 100点満点で、A組は平均 75.2点、B 組は平均 73.0

点であった。 



生化学Ⅰにおける教育実践 2021前期 コロナ禍のため、4 月中の 3 回分だけ、リアルタイム型オンライン授業

(ZOOM)となった。A･B合同で、教科書は前年度とは異なるものを使用し、

授業内容は前年度よりも進め方を遅くしたため、代謝の扱いは脂質の代謝

までとした（前年度はアミノ酸の代謝まで）。教科書の変更に伴い、パワー

ポイントによる講義資料、配布資料等はすべて作り直しとなった。毎回、当

日の授業内容に関する 100 点の小テストを manaba で実施し、最終的な

評価での成績点には 40点分に換算した(中間テストは行わず、その回も通

常の小テストとした)。期末試験では、選択問題と記述問題を含めた 120点

満点の試験を実施し、最終的な評価での成績点には 60点分に換算した。

小テスト 40点と期末試験 60点の 100点満点で、A組は平均 78.7点、B

組は平均 75.8点であった。 

有機化学における教育実践 2021前期 コロナ禍のため、4 月中の 3 回分だけ、リアルタイム型オンライン授業

(ZOOM)となった。A･B 合同で、教科書は指定せず、参考図書(3 冊)のみ

提示した。授業内容については、物質の構成、原子構造と周期表、化学結

合、物質量、酸と塩基、酸化還元反応、酵素反応と酸塩基平衡までは前

年度と同様であったが、生体を構成する物質(有機化合物)については、糖

質、脂質、タンパク質、核酸を中心に講義を行った。毎回、当日の授業内

容に関する 100 点の小テストを manaba で実施し、最終的な評価での成

績点には 40点分に換算した(中間テストは行わず、その回も通常の小テス

トとした)。期末試験では、選択問題と記述問題を含めた 120 点満点の試

験を実施し、最終的な評価での成績点には 60 点分に換算した。小テスト

40 点と期末試験 60 点の 100 点満点で、A 組は平均 75.6 点、B 組は平

均 74.7点であった。 

管理栄養士国家試験の受験直前対策における教育実践 2021.2.28 2021年 2月 28日(日)実施の第 35回管理栄養士国家試験の直前約 10

日間 (2/18～2/27)に、管理国試模擬試験での低得点者(200点中 100点

未満)の学生を中心にとした 51名を対象に直前対策講座を行い、約 10日

間で平均約 45 点の得点上昇を導き、国家試験合格率の維持に寄与した

(前年 93.3%→85.5%)。なお過去 8 年間分の国家試験問題を入力した

が、科目･分野ごとの印刷は分担していただいた。 

管理栄養演習Ⅲにおける教育実践 2020後期 この科目はオムニバス形式で、私の担当分は 1回であったが、私の役割は

毎回学生に管理栄養士国家試験過去問から、特定の分野に関して 100

問の課題を Web 上で出題することである。学生はその 100 問について 1

週間のうちに何度か練習で解いてみることになっており、翌週の演習時に

ペーパー試験を担当者が実施する。そのペーパー試験の準備と採点を行

うことも私の役割となっており、これを初回から 15 回連続で実施した。これ



により、学生は 1,500 問の過去問を解いたことになるので、国試対策の 1

つとして役立っているものと思われる。 

管理栄養演習Ⅰにおける教育実践 2020後期 この科目はオムニバス形式で、私の担当分は 3回であったが、その 3回で

生化学に関する管理栄養士国家試験の 34 回分ができるよう資料とパワー

ポイントを準備し、ハイテンポで授業を行った。この授業は対面で実施でき

たが、実習関連で生じた規制のため大学に来れないという学生がいた場

合には、対面と同時にオンラインでの対応も行った。 

生化学実験における教育実践 2020後期 生化学実験は A クラス、B クラスごとに実施したが、そのクラス単位の人数

ですら、三密を避けるためには、実験室で一度に実施することは困難であ

ったので、まずはクラスを半分ずつに分けた（Aグループ・Bグループ）。例

えば、ある日は実験等の説明を A グループは実験験で聞き、B グループ

は教室で ZOOM を通して聞く。その後、A グループは速やかに実験室で

実験を行い、終了すると B グループとの入れ替えを行う。A グループは教

室で実験レポートを作成する。B グループは実験室で実験を行う。このよう

なことを毎回交替させて 15 回分を実施した。実技的な説明の場では、教

室で聞いているグループには、実験室に設置したカメラの映像で見てもら

った。このようなやりくりで実施したため、例年（通常）よりも急ぎ足の実験と

なってしまった感じがした。レポート 11回分を 30点、期末試験を 70点で

評価を行った結果、A組は平均 70.9点、B組は平均 68.3点であった。 

生化学Ⅱにおける教育実践 2020後期 コロナ禍ではあるが、前期ほどの縛りがなくなり、三密を避けた教室の最大

収容人数内での対面授業が可能となったが、A・B 合同で授業をできるよう

な教室がないため、2 教室を用いた合同授業を実施した。毎回、私が入る

教室を換え、私のいない教室では、オンラインでパワーポイントと授業風景

を映すこととした。ハード面での問題が少々あったため、授業評価はあまり

よくなかった。講義内容では、情報伝達、恒常性と生体防御、赤血球と生

体色素、器官の構造と機能、遺伝子解析、生活習慣病、薬理学総論（薬

物代謝）、薬と食事の相互作用、糖尿病・脂質異常症の薬、自律神経系・

中枢神経系の薬など幅広い知識を伝えるものとした。シラバス記載の配点

を変え、小テスト 30点、期末試験 70点で採点した結果、A組の平均点は

70.5点、B組の平均点は73.3点であった。内容が難しいと思われるので、

次年度からは付加的な部分は削除することを検討したい。 

総合演習Ⅰにおける教育実践 2020前期 この科目はオムニバス形式で、私の担当分は 2回であったので、内容を吟

味し、解糖と糖新生、クエン酸回路と電子伝達系、グリコーゲン代謝、脂肪

酸代謝、ペントースリン酸回路、アミノ酸代謝と尿素回路に関する応用的･



総合的な演習問題を解いてもらい、その解説を行った（A・B合同）。 

食品学Ⅰにおける教育実践 2020前期 コロナ禍のため、授業開始が遅れ、初回が 5/15 であった。コロナ禍のた

め、すべてリアルタイム型オンライン授業で行うこととなり、15 回の講義を

ZOOM とmanabaの併用で実施した（A・B合同）。 

教科書は昨年とは異なる『栄養科学イラストレイテッド 食品学Ⅰ』(羊土社)

を使用した。講義資料は、オンライン対応ということもあり、すべて作り直し

た。講義内容は、食品学Ⅰのテキスト範囲すべてとした。毎回実施した小

テストを 40点分に換算し、復習課題のノート提出を 20点、期末試験を 40

点として、総合的に成績を評価した。その結果、A組は平均 82.5点、B組

は平均 77.7点であった。 

生化学Ⅰにおける教育実践 2020前期 コロナ禍のため、授業開始が遅れ、初回が 5/11 であった。コロナ禍のた

め、すべてリアルタイム型オンライン授業で行うこととなり、15 回の講義を

ZOOMとmanabaの併用で実施した。しかも、他の実験･実習等の授業の

ため、座学の有機化学はクォーター制（週に 2 コマ）での実施となり、7 月

初旬には終了した（A・B合同）。 

教科書は昨年とは異なる健康・栄養科学シリーズ『生化学』（南江堂）を使

用した。講義資料は、オンライン対応ということもあり、すべて作り直した。併

せて小テスト用問題もオンライン用として 15 回分を準備した。主な内容は

細胞の構造や機能から、糖質、脂質、タンパク質（アミノ酸）、核酸、ビタミ

ン、ミネラル、糖質代謝、脂質代謝、アミノ酸代謝までをカバーした。毎回

実施した小テストを 40 点分に換算し、復習課題のノート提出を 20 点、期

末試験を 40 点として、総合的に成績を評価した。その結果、A 組は平均

74.6点、B組は平均 75.0点であった。 

有機化学における教育実践 2020前期 コロナ禍のため、授業開始が遅れ、初回が 5/12 であった。コロナ禍のた

め、すべてリアルタイム型オンライン授業で行うこととなり、15 回の講義を

ZOOMとmanabaの併用で実施した。しかも、他の実験･実習等の授業の

ため、座学の有機化学はクォーター制での実施となり、6 月末には終了し

た（A・B合同）。 

教科書は昨年とは異なる『生理学・生化学につながるていねいな化学』(羊

土社)を選び、物質の構成、原子構造と周期表、化学結合、物質量、酸と

塩基、酸化還元反応、酵素反応と酸塩基平衡、生体を構成する物質につ

いて 11 回の講義を行った後、残りの 4 回の講義では有機化学の基礎（命

名法、官能基、アルカン･アルケン･アルキン、アルコール、アルデヒド、ケト

ン、カルボン酸、エステル、アミン、アミド）について解説した。 



毎回実施した小テストを40点分に換算し、復習課題のノート提出を20点、

期末試験を 40 点として、総合的に成績を評価した。その結果、A 組は平

均 74.5点、B組は平均 74.1点であった。 

戦略的入学前教育の実践 2020.3 令和元(2019)年度の学長裁量予算による助成を受け、推薦入試合格者と

一般入試 A 日程の合格者を対象に入学前教育を行う計画であったが、新

型コロナウイルスの影響のため、それが不可能となった。そこで、入学予定

者全員を対象に『基礎栄養学ノート』を配布し、自宅での自学自習を行っ

てもらうこととした。その進度管理には ESS 管理栄養士という Web 上で問

題を解いて正解と解説が出るシステムを用いた。一方、推薦入試合格者に

は、国語力を高めてほしいという要望に応じ、国語の添削指導を外注し、

長文を 100 字にまとめる練習を健康栄養学科として 3 回実施した。この結

果、受験生（推薦入試合格者）の国語力は高校時の成績（出身校の偏差

値も含め）に正の相関性を示した。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著 

共著 

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合） 

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

発現促進用組成物 共 2023.8.21 特許第7335012号 小嶋文博 

竹中裕行 

山口裕司 

 （9頁） 

Nブックス 新版食品学Ⅱ[第 2版] 

第 3章 動物性食品 1．食肉類 

共 2022.2.25 ㈱建帛社 青木隆子 

太田徹 

小嶋文博 

小林恭一 

小林謙一 

西塔正孝 

佐々木弘子 

中島肇 

藤原しのぶ 

【編著者】 

田所忠弘 

安井明美 

104-122頁 

（19頁） 

スタディ生化学 

第 9章 タンパク質･アミノ酸の基礎 

第 10章 タンパク質･アミノ酸の代謝 

 

共 2021.8.20 ㈱建帛社 長井薫 

榎原周平 

奥和之 

倉貫早智 

【編著者】 

渡邊敏明 

76-88頁 

89-102頁 

（27頁） 



小嶋文博 

小林謙一 

根來宗孝 

宮越雄一 

九十九信一 

食べ物と健康 三訂マスター食品学Ⅰ  

日本食品標準成分表2020年版(八訂)準拠 

第2章 食品成分表 

 

共 2021.4.20 ㈱建帛社 安藤清一 

浦本裕美 

海老塚広子 

小嶋文博 

鬼頭幸男 

竹山恵美子 

舘和彦 

福島正子 

福田泰樹 

山﨑貴子 

由良亮 

吉川秀樹 

【編者】 

小関正道 

鍋谷浩志 

 

13-36頁 

（24頁） 

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

   

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

 日本化学会 

日本薬学会 

日本生化学会 

日本栄養･食糧学会 

日本食生活学会 

日本化学会生体機能関連化学部会 

 日本栄養改善学会 

 日本油化学協会 

 日本農芸化学会 

一般正会員 

一般正会員 

一般正会員 

一般正会員 

一般性会員 

一般正会員 

一般正会員 

一般正会員 

一般正会員 

 1992.4～2022.12 

1997.4～現在 

1992.4～1993.3，2014.4～現在 

1993.4～2023.3 

2012.7～2022.12 

1997.4～2011.12 

1992.4～1993.8 

 1992.4～1994.3 

 1992.9～1994.3 



 電気化学会 

 日本素材物性学会 

 日本アイソトープ協会 

日本栄養･食糧学会東北支部 

一般正会員 

一般正会員 

一般正会員 

評議員 

 1997.4～2006.12 

 2001.4～2005.3 

 2002.4～2014.3，2016.4～2021.12 

 2011.4～2011.9(辞退) 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度 

（西暦） 
助成プログラム 研究テーマ 

助成金額 

（円） 

マイクロアルジェコーポレーシ

ョン株式会社 

2024 産学連携による

共同研究 

微細藻類の認知症予防機能研究 
300,000 

マイクロアルジェコーポレーシ

ョン株式会社 
2023 産学連携による

共同研究 

微細藻類の認知症予防機能研究 
500,000 

マイクロアルジェコーポレー

ション株式会社 

2022 産学連携による

共同研究 

微細藻類の認知症予防機能研究 
500,000 

マイクロアルジェコーポレー

ション株式会社 

2021 産学連携による

共同研究 

微細藻類の認知症予防機能研究 
500,000 

 

３．特記事項 

(2023.5.16) マイクロアルジェコーポレーション株式会社全国会議講師「脳の健康維持･増進に寄与するクロロゴニウムの機能性」 

(2021.11.19) ボランティア研修会講師「｢免疫力を高めるために｣食と免疫について」(仙台白百合女子大学･2021年度出張講座) 

(2021.10.15) 特許第 6961237号「脳由来神経栄養因子発現促進用組成物」 

(2021.10.15) 特許第 6961236号「神経成長因子発現促進用組成物」 

(2020.4.1～2021.3.31) 公益財団法人大学基準協会大学評価第 8分科会委員 

(2018.4～2022.3) 東北大学出版会評議員 

(2018.4～2021.6) 学都仙台コンソーシアム運営委員 

テレビ出演通算 150回以上 

論文引用数（Citation Score）350以上 

2023.5.31現在 


